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１ 東京水道の抱える課題と進むべき方向 
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東京都水道局

首都東京にふさわしい将来の
水道システムを考える会

（第３回）

平成１８年５月２２日

2

３ 次世代につなげる水道

１ 豊かな暮らしを支える水道

２ 断水につよい高水準な水道
異物混入対策（テロ等）

水道施設の更新・機能強化

浄水施設能力の確保

施設の効率的・安定的な運転管理

震災対策

事故時のバックアップ

水源の確保

水源林の保全

貯水槽水道対策

安全でおいしい水の供給

首都東京の機能を支える水道

Ｂ

都民生活を支える水道
Ａ

東京の特徴

Ｄ

Ｃ

東京とは

進むべき方向の検討

「具体項目」東京水道の将来を考えるに

当たっての基本的視点

「首都東京にふさわしい将来

の水道システムのあり方」

５ わかりやすく親しみやすい水道

４ 地球環境に配慮した水道

６ 水道界をリードする水道をめざして

広域化･広域連携

地球温暖化対策

環境に配慮した３Ｒの推進

お客さまへの情報の発信

給水設備の維持管理

水道施設のイメージアップ

国内外の情報収集・発信

新技術の研究開発と活用

水道技術の継承と人材育成

首都東京にふさわしい将来の水道システムの考え方
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東京都水道局

東京水道の抱える課題と進むべき方向
Ｄ

進むべき方向の検討

「具体項目」
Ｃ

東京水道の将来を考えるに

当たっての基本的視点

５ わかりやすく親しみやすい水道

４ 地球環境に配慮した水道

６ 水道界をリードする水道をめざして

広域化･広域連携

地球温暖化対策

環境に配慮した３Ｒの推進

お客さまへの情報の発信

給水設備の維持管理

水道施設のイメージアップ

国内外の情報収集・発信

新技術の研究開発と活用

水道技術の継承と人材育成

4

地球温暖化対策

東京都水道局

４ 地球環境に配慮した水道

【現 状】

・ISO14001の取得・運用
（東村山浄水場、水源管理事務所）

・東京都水道局環境計画の策定・実施

・太陽光発電や水力発電等の新エネルギーの導入

【課 題】

・二酸化炭素排出量の低減

・地形の高低差を考慮した水道システムの構築
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二酸化炭素排出量の推移（平成２年度～ ）

東京都水道局

地球温暖化対策
４ 地球環境に配慮した水道

平成 2年度 14年度 15年度 16年度 22年度頃

25

30

35

万トンーＣＯ２

30.3

34.0

32.1
32.9

高度浄水処理の導入等に
よる電力使用量の増加

水源林による吸収

新エネルギーの活用

など
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東南幹線整備

東南幹線整備
10m以下

10～30m

30m以上

三郷浄水場

練馬
練馬

４ 地球環境に配慮した水道

地球温暖化対策

東京都水道局
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【方向性】

・CO2の排出抑制、吸収促進（水道水源林の保全等）

・太陽光発電（沈でん池等）や

送水残圧等の未利用エネルギーの一層の活用

・位置エネルギーを考慮した水道システムの構築

・新たな視点からの環境負荷削減策の推進

（グリーン電力の活用、直結給水の推進）

東京都水道局

地球温暖化対策
４ 地球環境に配慮した水道

8

東京都水道局

【現 状】

・節水施策の推進

・浄水場発生土や建設副産物のリサイクルの推進

【課 題】

・循環型社会の実現に向けた取組の強化

・浄水場発生土や粒状活性炭等の活用用途の拡大

＊３Ｒ：Reduce（減量）、Reuse（再利用）、Recycle（再生利用）

環境に配慮した３Ｒの推進
４ 地球環境に配慮した水道

・雨水利用（再利用）、循環水利用（再生利用）など

・漏水防止、節水意識の高揚（減量）
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浄水場発生土の発生量と有効利用率の推移
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東京都水道局

環境に配慮した３Ｒの推進
４ 地球環境に配慮した水道

10

【方向性】

・節水施策の推進

・水道施設の長寿命化
（廃棄物の発生抑制）

・再利用と再生利用の研究開発と用途拡大
（民間企業等との共同研究）

東京都水道局

環境に配慮した３Ｒの推進
４ 地球環境に配慮した水道



6

11

東京都水道局

お客さまへの情報の発信
５ わかりやすく親しみやすい水道

【現 状】

・インターネット等の活用による情報発信

・安全でおいしい水プロジェクトの推進を通じた

情報発信

【課 題】

・多面的できめ細かな情報収集・発信

・水道施設整備の効果を定量的に示す情報発信

・災害時の情報発信についての関係機関との連携

12

現在の情報発信

東京都水道局

お客さまへの情報の発信
５ わかりやすく親しみやすい水道

当局の取組

水のおいしさ

水道の安全性

水の大切さ

水に関連する情報

局側の視点による情報の発信

水道に対する興味や

親しみが感じられない
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【方向性】

・局の施策や水の大切さなどに加えて、健康と水、
水の役割・用途の情報発信とキャンペーンの実施

・年齢層等にあわせた多様な広報媒体によるきめ
細かな情報発信
（特に、小学生への情報発信を強化）

・お客さまとの双方向の情報交換の充実

・取組成果や高いサービスレベルを客観的・定量的
に表した情報の発信

・災害時の情報発信について関係機関との連携

東京都水道局

お客さまへの情報の発信
５ わかりやすく親しみやすい水道

14

東京都水道局

【現 状】

・給水装置の維持管理

・貯水槽水道の維持管理

【課 題】

・給水装置の実態的管理と法令等との関係

・貯水槽水道の配管における構造材質基準

給水設備の維持管理
５ わかりやすく親しみやすい水道
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給水装置の維持管理区分

東京都水道局

配
水
管

道路部（公道・私道）

水道メータ
給 水 管

宅 地 部

給水条例上の管理（管理主体：お客さま）

実態的管理 （管理主体 ： 当局）

給水設備の維持管理
５ わかりやすく親しみやすい水道

実態的管理
（管理主体：お客さま）

16

配
水
管 水 栓

仕切弁

実態的管理 （管理主体 ： 当局）

給水条例上の管理 （管理主体 ： お客さま）

給水設備の維持管理
５ わかりやすく親しみやすい水道

東京都水道局

実態的管理
（管理主体 ： お客さま）

水道メータ
○受水タンク以降の配管構造は、建築基準
法により規定

※受水タンクに受水するまでの配管構造は
水道法により規定

道路部（公道・私道） 宅 地 部

逆流防止機能がな
いことから、配水
管への逆流が懸念

受水タンク

高置タンク

貯水槽水道の維持管理区分
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東京都水道局

【方向性】

・給水装置の維持管理区分の明確化

※このことに伴う逆流防止機能の付加（再掲）

・給水装置と貯水槽水道の構造材質基準の適合

給水設備の維持管理
５ わかりやすく親しみやすい水道

18

東京都水道局

【現 状】

・水道週間などのイベントの実施

・イメージアップ施策の実施
（安全でおいしい水プロジェクト）

【課 題】

・水道施設の外観イメージの向上

・親しみある水道施設の構築

水道施設のイメージアップ
５ わかりやすく親しみやすい水道
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東京都水道局

水道施設のイメージアップ
５ わかりやすく親しみやすい水道

水道施設であることが明確な
表示板が設置されている例
（朝霞浄水場高度浄水施設）

閉鎖的なイメージが強い
水道施設（応急給水拠点）

20

東京都水道局

水道施設のイメージアップ
５ わかりやすく親しみやすい水道

施設更新に併せ、上部解放を行った事例（区への貸与）
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【方向性】

・｢高品質な製品を作る工場｣をイメージした施設

及び見学コースの整備

・地元に密着した取組の推進（周辺地域に配慮し

た施設整備、河川環境への配慮、災害時の施設

運用 など）

・多様な広報媒体によるきめ細やかな情報発信

（再掲）

・歴史的建造物の保存や活用のあり方の検討

東京都水道局

水道施設のイメージアップ
５ わかりやすく親しみやすい水道

22

東京都水道局

【現 状】

・研修･開発センターを中心とする新たな研究開発

体制

【課 題】

・技術を開発する側と活用する側の密接な連携

・新技術（工法・材料等）を活用する体制の整備

新技術の研究開発と活用
６ 水道界をリードする水道をめざして
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東京都水道局

新技術の研究開発と活用
６ 水道界をリードする水道をめざして

連携

連携

情報
発信

新技術の研究を取り巻く環境（現在）

情報収集
他水道事業体等

社会情勢･技術革新

お客さま

都民ニーズ

現 場

研修･開発センター

大学･研究機関

関連団体

民間企業等

24

東京都水道局

新技術の研究開発と活用
６ 水道界をリードする水道をめざして

お客さま 他水道事業体等

社会情勢･技術革新

情報
発信都民ニーズ

情報収集

研修･開発センター

連携
・新技術の提供

・技術の蓄積

・ニーズの把握

連携
産･官･学

新技術の研究を取り巻く環境（方向性）

現 場

大学･研究機関

関連団体

民間企業等
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【方向性】

東京都水道局

・現場と研修･開発センターの連携を密接にし、

長期的視点を踏まえつつ、現場の状況をより

的確に反映した研究開発の実施

・産官学連携による、より効率的・効果的な研究

体制の整備

・産業財産権の確保・活用等を考慮した体制の

整備

・新技術の採用に関する体制の整備

・新技術に関するデータベースの構築

新技術の研究開発と活用
６ 水道界をリードする水道をめざして

26

東京都水道局

【現 状】

・迫る大量退職

・研修･開発センターの開設

【課 題】

・職員の減少に伴う技術の継承と人材育成

・効率的な技術の継承

水道技術の継承と人材育成
６ 水道界をリードする水道をめざして
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技術系職員の年齢構成

５０歳以上の
職員が４４％

東京都水道局

水道技術の継承と人材育成
６ 水道界をリードする水道をめざして

人

歳

28

【方向性】

・職員の育成と水道技術の維持･向上

・継承すべき水道技術の明確化

・技術をより効果的に継承する仕組み作りの検討

・他の水道事業体や民間、

さらに海外の技術者を対象とした

研修･開発センターの水道技術支援の検討

東京都水道局

水道技術の継承と人材育成
６ 水道界をリードする水道をめざして
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東京都水道局

【現 状】

・国際会議や海外研修生を通して国外へ情報を発信

・国内水道関係者への様々な機会を活用した情報発信

【課 題】

・水道事業を取り巻く国際化への対応

・施設水準や技術力の維持・向上のための情報

収集の充実

・日本の「水道文化」の継承

国内外の情報収集・発信
６ 水道界をリードする水道をめざして

30

東京都水道局

国内外の情報収集・発信
６ 水道界をリードする水道をめざして

2005年時点の世界貿易機関 (WTO) の加盟国１３９カ国 （青）

水道サービス国際化への対応

・適合性評価の基本は国際標準

TBT協定※２よる市場開放（内外格差の自由化）

・上下水道施設のメンテナンスや委託管理（国内で約３兆円）

・ISO/TC224の国際標準化による市場開放の促進

※２ ＴＢＴ協定：貿易の技術的障害に関する協定

水道自由化時代に向けた国際競争力の強化

・海外の優れた技術を取り入れる

・国内事業体等に技術的な支援を行う

・国内への技術情報を発信する

WTOサービス交渉で環境サービス※１について合意形成の後

※１水道サービスは環境サービスに分類



16

31

【方向性】

・海外水道の情報収集の強化と国外に対する東京
水道の先進的な技術情報の発信強化
（国外への情報の収集・発信の一元化）

・国内に対して、技術支援を含めた情報発信の強化

・他の水道事業体や民間、さらに海外の技術者を
対象とした研修･開発センターの水道技術支援
の検討（再掲）

東京都水道局

国内外の情報収集・発信
６ 水道界をリードする水道をめざして

32

東京都水道局

【現 状】

・市町村経営の原則

・非常時における水の相互融通（埼玉県・川崎市）

【課 題】

・水道事業の更なる効率化

・広域連絡管による相互融通機能

広域化・広域連携
６ 水道界をリードする水道をめざして
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広域化・広域連携
６ 水道界をリードする水道をめざして

東京都水道局

限定的な相互融通機能● 水道法第８条
水道事業経営の認可は、その申請が次の各号
に適合していると認められるときでなければ、
与えてはならない。

４．給水区域が他の水道事業の給水区域と重複

しないこと

現行の水道法では、常時、浄水を管轄区域外に
供給することはできない。

施設更新時に必要な予備力の共有化など、

相互融通のメリットを十分発揮できていない

34

【方向性】

・他事業体との施設の共同化や管理の一体化

・行政区域にとらわれない水道システムへの再構築

（高効率・低コスト等）

・予備力の共有化など、相互融通機能の拡大

・原水水質の良好な上流からの取水（再掲）

東京都水道局

広域化・広域連携
６ 水道界をリードする水道をめざして
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